
⑵元禄６（1693）年 大谷九右衛門船、安龍福ら朝鮮人２名を米子に連行

２月15日、米子を出船した大谷九右衛門船は、４月17日竹島へ到着。前年に引き続き、朝鮮人と遭遇。

翌18日、通詞ら２名（安龍福・朴於屯）を乗せ出船。隠岐国福浦にて朝鮮人の取り調べが行われたのち、

４月27日米子へ着船。同日、米子の荒尾家へ朝鮮人を連行した旨を報告する（以上「竹島 」、「因府歴

年大雑集」）。翌28日、荒尾修理（着座米子荒尾分家）より鳥取へ朝鮮人連行の報が伝えられる。朝鮮人

連行の報は、同日藩主綱清がいる江戸へ遣わされる（綱清は４月４日から翌７年５月15日まで江戸在府）。

また、米子の朝鮮人らは、大谷宅へ留め置かれ、藩より番人が付け置かれた（以上「控帳」）。

史料２ 「控帳」４月28日条。米子から鳥取藩庁へ朝鮮人連行の報がもたらされる。

この事件をきっかけに、日朝間で竹島（鬱陵島）の帰属が政治問題化する
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史料３ 安龍福らを連行した大谷九右衛門船の船頭らの口上覚（「因府歴年大雑集」４月27日条）
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